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要 旨

京都 府 舞 鶴 市 に あ る西 武 舞 鶴農 場 山林 に,1961年 春 に ッ シ ママ ッ の母 樹 別家 系 に よる試 験 林 を

造 成 した 。試 験 林 は4回 繰 り返 しの単純 格 子 法 に よ り,1ブ ロ ックは25プ ロ ッ ト,1プ ロ ッ トは

1家 系36本 よ りな り,5プ ロ ッ トは地 松(ア カ マ ッ)で 構 成 され て い る。

計 測 は全 個 体 を 対 象 に,植 栽1年 目の秋 か ら5年 間,地 際直 径(D),樹 高(H),樹 冠 直径(C.D,)

お よ びD2Hに っ い て行 い,各 形 質 の 家 系 間差 異,遺 伝力,親 子 相 関,表 現 型 相 関,遺 伝 相 関 に

つ いて 調査 した 。 た だ し今 回 は3ブ ロ ック につ いて と りま とめ た 。 そ の結 果 はっ ぎ の よ うで あ る。

1.測 定 した 各形 質 と も家 系 に よ って 相 当 の変 異 が 認 め られ る 。 しか し3区 を こみ に して 分 散

分 析 す る と,区 間 の分 散,区 と家 系 の交 互 作 用 が大 き く,区 毎 の分 散 分 析 に よ る有 意 水 準 よ り低

くな る。

2.遺 伝 力 は 直径(16～25%),樹 高(18～27°o),D2H(19～42r°a),樹 冠 直径(22°o)で,

D2Hの8年 生(42%)以 外 は 大 き くなか っ た。

3,測 定 した全 て の形 質 に っ い て,親 子 の相 関関 係 は認 め られ な か った 。

4.4～8年 生 に お いて 同一 形 質 の各 年 生 間,ま た 異 な った 形 質 問 お よび各 年 生 間 と も,表 現

型 相 関 は有 意 な関 係 が 認 め られ,か っ遺 伝 相 関 も大 きか った 。

5.母 樹 の中 に精 英 樹 が2本 含 まれ て い た が,そ の家 系 の測 定 形 質 の大 きさ は下 位 の群 に属 し
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て いた 。 精 英 樹 の よ うな個 体 の選 抜 も必 要 で あ るが,集 団 と して の選 抜,さ らに林分 の保 存 も大

切 で あ る よ うに思 わ れ た 。

1ま え が き

本 研 究 の 目的 は既 に 第1報(ロ),第2報(の)に詳 述 した とお りで あ る。 今 回 は京 都 府 舞 鶴 市 に あ る西 武

関 西 舞鶴 農 場 に,第2報 に報 告 した苗 木 を1961年 春 に植 栽 した 。 そ の 後5力 年 間 の 測 定結 果 に

も とつ いて,幼 令 期 の 各 種 形 質 の 家 系 間差 異,形 質 相 関,親 子 相 関,遺 伝 力等 にっ い て 検 討 し

た 。

本 研 究 の実 施 な ら び,と り ま と め にあ た り四 手井 綱 英 京 都 大 学名 誉教 授,林 学 科 堤 利 夫 教 授,

演 習 林 本 部 寺 崎 康 正 教 授 か ら御 指 導,御 助言 を頂 き厚 く御 礼 申 し上 げ る。 な お試 験 地 設 定,調 査

な どに御 便宜 を頂 いた 西 武 関西 舞 鶴 農場 長 足 立 尚義 氏 を は じめ関 係 各 位 に 併 せ て御 礼 申 し上 げ る 。

II試 験 方 法

1.試 験 地 の概 要

1)試 験地 は京 都府 舞鶴 市 多禰 寺,西 武 関 西 舞 鶴農 場 内 で舞 鶴 湾 に面 す る,傾 斜20～30° の 南

西 面 で あ る。 海 抜 高 は250～300m轍,年 平均 気 温15°C前 後,年 降糧 は2,200㎜ 内 外 で

あ る 。土 壌 はBD(d)な い しはBc型 に属 し,山 麓地 帯 に は赤 色 土 に近 い断 面 を 呈 す る ところ が

か な り あ る。 下 層 植 生 は タブ ノ キ,ヒ サ カ キ,イ ヌ ツゲ,ク リ,コ ナ ラ,エ ゴ ノ キ,リ ョウブ,

ネ ム ノ キ,ヤ マ ナ ラ シ,ク ロモ ジ,ウ ッ ギ,ヤ マ ッ ツ ジ,ム ラサ キ シキ ブ,ヤ ブ ム ラサ キ,イ ヌ

ザ ン シ ョウ等 が生 育 し,サ サ類,サ ル トリイバ ラ も多 い 。

2)試 験地 の設 計;4ブ ロ ッ クの単 純 格 子 法 と し,1ブ ロ ッ クは25プ ロ ッ トよ りな り,1プ ロ

ッ トは1家 系 に よ り構 成 さ れ て い る 。1プ ロ ッ ト内 の 植 栽 は6×6=36本,1ブ ロ ック あた り25プ

ロ ッ トで 母 樹 別 家 系 は20家 系 で あ る た め,空 白 の5プ ロ ッ トは地 松(ア カ マ ッ)で う め られ て い

る。 な お プ ロ ッ トの境 界 に は地 松 が1列 づ っ 植 栽 され て い る。

2.植 栽 お・よぴ 手入 れ

母 樹 は 第1報 で詳 述 さ れ て い る よ うに,福 島 県双 葉 郡 浪 江 営 林 署 管 内,椚 平 国 有 林 の0.1haの

林 分 よ り ラ ンダ ム に選 定 さ れ た18本,お よ び 隣接 す る林 分 で 選 定 され た精 英樹2本 の計20本 で

あ る。

苗 木 は1957年 秋 に母 樹 別 に採 種,1958年 春 京 都大 学 演 習 林 本 部 苗 畑 に播 種,2回 床 替3年 生 苗

木(苗 木 に つ いて は第2報 に詳 述 さ れて い る)で あ る 。

植 栽 は1961年3月 に1.4×1.4mで 行 わ れ た 。手 入 れ と して は下 刈 り は植 栽 され た1961年 か ら

1965年 ま で毎 年行 わ れ,枝 打 ち,間 伐 は行 わ れ て い な い 。

3.調 査 方 法

植 栽 した1961年 か ら1965年 まで,生 長 が 休 止 した 秋 季 に 全個 体 にっ いて,根 元 直径(地 上10cm,

ノ ギ ス を用 いてmm単 位 で斜 面 に直 角 お よ び平 行 の2方 向 よ り測 定 し平 均 した),樹 高(測 高 桿

に よ りcm単 位)を 測 定 した 。1963年,1965年 に は樹 冠 直 径(テ ー プ に よ り斜 面 に直 角 お よび 平

行 の2方 向 よ りcm単 位 に測 定 し平 均 した)を 測 定 した,



4s

4.と りーまと め方法

試 験 地 は 植 栽 時4ブ ロ ッ クで 構 成 され て い た が,放 牧 牛 に よ りII区 の一 部 プ ロ ッ トが 害 さ れ

た た め,今 回 はII区 を 除 き1,III,IV区 にっ いて と り ま とめた 。

な お1963年 の 調 査 は 個 体

の識 別 に誤 りが認 め られ た の

で 除外 し,1961年(播 種 よ り

4年 生,以 下 年 生 に際 して は

播 種 よ り の 年 数 で 表 わ す),

1962年(5年 生),1964年(7

年 生),1965年(8年 生)に

っ いて 行 な った 。

1家 系36本 の 植栽 で あ った

が,枯 損 あ るい は下 刈 時 に頂

部 を伐 採 さ れ た もの等 を除 き,

調査 した5年 間 を通 じて 正 常

に生 長 した20個 体 に っ いて と

りま と めた 。 ま た と りま とめ

に あ た り直 径,樹 高,樹 冠 直

径 の ぼか に直 径 の 自乗 に樹 高

を乗 じ(D2H),材 積 の 目安 と

した 。

皿 結 果 お よ び 考 察

ユ.枯 損

植栽 した 年 の秋(4年 生)

か ら5年 目(8年 生)の 枯 損

数 を家 系別 に,年 度 別 に ま と

め た の が,図 一1であ る。

家 系 に よ って 枯 損 に大 きな

違 いが 認 め られ,家 系No.4,

7,12,20は 少 な く,家 系No,

15,17,18,19等 は 多 い 傾 向

が 認 め られ,し か も家 系 に よ

る枯 損 の多 少 は5年 間 を通 じ

て 拡 大 す る傾 向 が あ る。

区 別 に 枯損 数 を ま とめ た の

が 図一2であ る。1区,III区,

IV区 の 順 に 枯損 数 が 多 くな

って い る。

以 上 の よ うに家 系 に よ る枯



損 の多 少 は,1,III,IV区 を

通 じて 認 め られ,ま た育 苗,

植 栽 に あ た って の取 り扱 い は

大 体 同様 で あ った こ とに よ り,

同 一 林分 で採 種 さ れ た母 樹 の

家 系 で も,そ の家 系 に よ って

活着,生 存 性 に差 が あ る よ う

に考 え られ る 。

2.各 形 質 の家 系 間 差 異

各 形 質 の家 系 間 にお け る差

異 は表 一1に示 す とお りで あ る。

N戴賢驚 叢奈灘
No.19(11.8mm)で,そ の

差 は3.6mmで あ る。8年 生

に訟 いて は最 大 が 家 系No.8
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Fig.2.Percentofdeadtreesofeveryblockoneachyearold.

Table1.Diameteratgroundlevel,treeheight,D2H,andcrowndiameterofeveryprogeny

ineachyearold.

Progeny4year°ld5year°ld7year°ld8year°ld

No.DHDzHDHD2HDHDZHDHD2HC.D.
mmcmcm31mmcmcm31mmcmcm31mmcmcm3cm

113.25L710317,155.319838.199.92,15152.2161.45,286122

21生150.610818.357.322544.1115.42,78757.6186.67,230134

313.849.010417.652.219242.8109.92,51555.9173.66,576127

412.948.99115.852.715937.3103.51,91349.2163.04,903117

512.948.79116.154.116040.OlO1.32,12853.Ol59.75,361119

612.147.58315.15α714936.8105.11,90350.9177.95,3981正9

713.050.69616.657.319443.lI24.72,59457.4198。97,048124

815.453.014020.160.428247.6126.63,59261.8198.58,401137

912.144.17214.846.710334.896.61,50746.4156.74,472112

1013.547.19517。053.618640.9108.62,48553.Ol65.96,085123

1114.250.911219.258.925942.7119。92,84157.0185.37,207130

1213.445.49417.050.718939.898.92,0245L5156.44,876121

1313.449.89918.357.420442.2113.62,94954.7176.56,710129

1413.254.810716.158.Ol8939.7105.92,05652.5170。45,479114

1513.247.28816.150.015237.696.71,80850.7157.74,573115

1612.448.58415.252.ll3834.190.41,56543.2148.74,406109

1713.149.19816.554,618339.3110.72,35752.5177.96,108124

1814.251.812016.955.719538.4106.92,34252.0170.86,204128

1911.844.46814,348.512131.486.51,54942.3141.43,532106

2012、142.07014,944。510936.399,51,84748.8160.14,290116

D:DiameteronabovegroundH:TreeheightC.D.:Crowndiameter

(61.8mm),最 小 がNo.19(42,3mm)で,そ の 差 は19.5mmで あ る 。

樹 高 は4年 生 で 最 大 は 家 系No.8(53.Ocm),最 小 は 家 系No.20(42.Ocm)で,そ の 差 は11.Ocm

で あ る 。8年 生 に お い て は 最 大 が 家 系No。7(198.8cm),最 小 が 家 系No.19(141.4cm)で,そ

の 差 は 約56cmで あ る 。

D2Hは4年 生 に お い て 最 大 は 家 系No.8(140cm3),最 小 は 家 系No.19(68cm3)で あ り,そ の
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差 は72cm3で あ る。8年 生 に 於 い て は最 大 は家 系No.8(8,401cm3),最 小 は 家 系No.19(3,532

cm3)で あ り,そ の差 は4,869cm3で 家 系No,8はNo.19の2倍 以 上 に な る 。

樹 冠 直 径 は8年 生 に お い て最 大 は家 系No.8(137cm),最 小 はNo.19(106cm)で,そ の差 は

31cmで あ る。

以 上 の よ うな 各 形質 に っ いて,各 年 生 別 に 区毎 に,ま た3区 を こみ に して 個 体 を 単 位 に家 系 間

の 差 にっ い て 分 散分 析 を行 な った 。

Table2.AnalysisofvarianceFordiameteronabovegroundofprogenies.

Sourceof4yearoldI5yearold7yearold8yearoldBl
ockd.£1‐

variationM.S-FM.S-FM.S-FM.S-F 」、
Progcniesl931.76「 生40***93.345.30***825.467.76***1,346.148.87***I

ErrorI38017.221117.6111106.3411151.72 -

lllp・ ・9・ni・・i919.392・07**32・941・293五8・692・44**393・ 蔓92・44**
Err・ ・3809・35125・54130。4317L31 -
Progen重es1943.73i4.92***152.】36.32***542.724.13***852.594。13***IV

ErrorI38018.901124.0911131.5611159.40 「-
Progeniesl9106,95L29137.75L96*874.562.15*1,354.432.19*I

BIock2119.731.44294.634.19**3,713.509.14***6,598.6010.66***III

IVip・B3882・9514・97***70・323・14***406・163・31***618・743・85***

iRemainderl,1405.52122.41i122.78160.82, 一 一

***SignificantatO .0011evel

**SignificantatO .011evel

*SignificantatO .051evel

直径については表一2に示す とおりであり,区 別ではIII区 の5年 生には有意差が認められなか

ったが,そ の他にはすべて1%水 準以上で有意差が認められた。3区 をこみにした場合に分散比

は年生の進むにっれて大 きくなる傾向があり,4年 生に有意差が認められず,5年 生以降に5%

水準で有意差が認められた。

樹 高 にっ いて は表一3に示 され る とお りで あ り,区 別 に,1,III,IV区 の各 年 生 と もに1%水 準

以 上 で有 意 差 が 認 め ら れ る。 しか し3区 を こみ に した場 合 は,分 散比 が 直 径 の場 合 と反 対 に年 生

の進 む にっ れて 減 少 す る傾 向 が あ り,4年 生 は1%水 準,5年 生 以 降 は5%水 準 で しか 有 意 差 が

認 め られな か ったQ
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Table4.AnalysisofvarianceforD2Hofprogenies.

BlockS°urceof4yearold5yearold7yearold8yearoldd.f.
・a・・at・・nM・S・tFM・S・IFM・S-FIM.S.IF

I欝nies31躍 引3'23***6312劃5'°1***'1:;73
485'65***8111:7516207'°4***

IIIp「 ・9・ni・・198・8182・18*50・8401・92*7・6852・21**37・7202・47**E
rror3804,03926,369

13,47815,548

Pr°genies1913,7194.°7***126,54316.2°***1°,7734.66***56,2115.74***IV

Error3803,37420,4042,3119,786 .
Ip「 ・9・ni・ ・1917,5762・18*124・7012・14*17・0722・33*91,6153・73***Bl

ocks245,9445.70**306,1025.26**67,3319.19***402,71016.36***III
-一 一一 一 一 一 一 一_...一 一 一 一 ‐...-

IVp×B.388・0492・22***58・1422・92***7・3302・70***24・6102・00**R
emalnderl,1403,62019,8182,71212,318 r

D2H;D‐DiameteratabovegroundH‐Treeheight
引

***SignificantatO .0011evel

**SignificantatO .011evel

*SignificantatO .051evel

D2Hに っ いて は表 一4に 示 さ れ る とお りで あ り,区 別 で はIII区 の4,5年 生 に5%水 準 ,そ の

他 に はす べ て1%水 準 以 上 で 有 意差 が認 め られ る。3区 を こみ に した 場 合 に は,分 散 比 は7年 生

まで は変 化 が 少 な く,8年 生 に な って大 き く変 わ り,4,5,7年 生 で5°o水 準,8年 生 で0.1°0

水 準 で 有 意 差 が 認 め られ た 。

樹 冠 直径 に っ い て は表 一5に示 さ れ る とお

りで あ り,区 別 で はIII区 で5%水 準,1,

IV区 で0.1%水 準 で 有 意 差 が 認 め ら れ た

(3区 を こみ に した 場 合 に は,5°o水 準 で 有

意 差 が 認 め られ る)。

以上 の よ うに各 形 質 につ いて 区 別 に分 散

分 析 した場 合 の有 意 水 準 が 高 く,3区 を こ

み に して 分 散分 析 した場 合 の有 意 水 準 が 低

くな る 。 こ れ は各 形 質 に っ いて,区 毎 の大

き さ の 家 系 順 位 は一 定 せ ず,1区 で は 大 き

さ の順 位 の高 か った 家 系 がIII区 で は そ う

な らな い とい う よ うに,区 に よ って相 当 の

順 位変 動 の あ る こ とに帰 因す る と考 え られ

る。 同 じよ うな こ とは岩 川 ら も指(ヨラ)摘す る と

お りで あ る 。

分 散 分 析 と そ の期 待 成 分3
,遺 伝 力

要 因 自 由 度 分 散 期 待 成 分遺 伝 力
に は 広 義 の 遺 伝 力 と

狭 義 の 遺 伝 力 が あ る が,本 研 ブ ロ ッ ク 間 「-1M・ σ1+ツ σ1・∫+YxQa

究 に 訟 い て は,下 記 の よ う な 家 系 間 アー1Maσ 肝 夕σ茸.∫+rye!

分 散 分 析 と ・ そ の 期 待 成 分 に ブ ロ ック ×家 系(r-1)(f-1)M、2+2v e3'aaxノ

よ ・ て 狭 義 の 遺 伝 力 を 推 定 し 家 系 内
rx(y-i)M、a2e… ～ 一

た 。 一_

r一 ブ ロ ッ ク数x一 家系 数

ツー 家系 内 個 体 数
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こ こで,対 象 集 団 がF2集 団 に近 い もので あ る とす る と,家 系 間 の分 散成 分(σラ)は,集 団 全 体

の遺 伝 分 散(oz4)の1/4の 値 を と る ので,a2rを4倍 す る こ と に よ ってaZOが 求 め られ る。

した が って

h2=..46f
6Ze+6zt+6zb.f

た だ し;hz一 遺 伝 力

σ2一家 系 内個 体 間 の分 散

a2b'..J家 系 とブ ロ ック の交 互 作 用 に よ る分 散

碍 ～ 家 系 間 の分 散(=1/4ao)

上 記 の式 に よ って も と めた各 形 質 の各 年 生 毎 の遺 伝 力 は,図 一3に示 さ れ る と診 りで あ る 。

直 径 につ いて は4年 生(16.3%)よ り8年 生(25.0

%)に 向 って 徐 々 に増 加 の傾 向 が あ る 。樹 高 にっ いて

は4年 生(26.2%),5年 生(18.5%)と 低 下 し,7年

生(25.7%),8年 生(27.5%)と 増 加 す る 傾 向 が 認

め られ る。D2Hに っ いて は4年 生(28.3%),5年 生

(19.3°o)7年 生(20.8°o)と 低下 し,8年 生(42.2%)

と増 加 して い る 。樹 冠 直 径 にっ いて は8年 生 で22.2°o

醗嚇 翻郷撫轡
岡 田 らが 本 試 験 材料 の 苗畑 に お・け る 直 径,苗 高 に

っ いて 計 算 した 遺 伝 力 は,2年 生直 径,3年 生 直 径 は

19.9%,9.7%で あ り,1年 生,2年 生,3年 生 苗 高 は

56,5°o,62.9°o,50,6%で あ った 。 この苗 畑 時 代 の遺 伝

力 と比 較 す る と,直 径 は い く分 増 加 し,樹 高 は減 少 し

ている。岩川 ら3渉東山マッを用いて推定 した8年 生の

遺伝力は直径が27.5%,樹 高が20.4%で あり,本 試験

における推定値 と大差がなかった。一般的に本研究で
7),8),10),ll)10)10),11)'6)

っzは 低 く,木 材 の 仮導 管 長,比 重 あ る いは 耐病 性 の よ う

な 形 質 の遺 伝力 は高 い よ うで あ る。 これ は 形質 の家 系 間差 異 にお け る分 散 分 析 表(表 一2～表 一5)

に もみ られ る とお り樹 高,直 径 は 区 間 の分 散,家 系 と区 の交 互 作 用 に よ る分 散 が 大 きい こ とか ら

もわ か る よ うに,環 境 の影 響 を 強 くうけ る結果 と考 え られ る 。

4、 各形 質 の親 子 相 関

母 樹 の胸 高 直 径(DBH),樹 高(H),D2H,樹 冠 直径 と各家 系 の4,5,7,8年 生 に お け る平 均

地 際直 径(DGL),樹 高(H),D2Hお ・よ び8年 生樹 冠 直径(C.D)と の相 関 係数 を ま とめた の が

表 一6であ る 。

母 樹 の樹 高 と子供 の樹 高,母 樹 の直 径 と子 供 の直径 の よ うな共 通 した 形 質 の間 に も,ま た 母樹

の 樹 高 と子 供 の直径 の よ うな異 な った 形 質 の間 に も,す べて の相 関係 数 に有 意 な 関 係 は 認 め られ

な か った 。

前 述 の岩 川(の)らの結 果 で も同様 で あ り,ス ギ に っ い て の 明石(の)の結 果 で も樹 高,直 径 につ い て は親

子 相 関 は認 め られて い な い。 この よ うに 材 の生 産形 質 に っ いて の親 子 相 関 は低 い よ うで あ る が,

,}Alr1'」 一 しbJ魎 山 十 蹴 降降 ハ 鞭_.爪 、血'一 一
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Table6.Correlationcoefficientsbetweencharactersofmothertreesandprogenies.

～ ＼

＼M°the「t「eesC…a・ ・er・、、、、
P・°9・ni・・ ＼

＼D。H・ ・HD・HC.D.3、
charactersAge¥

41-.0291-.3211-.0791-.019

DGL1)5-.078-.353-.122-.052

71.1331-.2171.0961.075

81.1861-.1581.1441.154

41.0701-.3491.0021.129

HI51.0831-.3621.0451.123

71.3401-.1051.3071.340

81.3761-.0971.3101.301

41-.0791.0021-.096

D2HI51-.1221.0451-.057

7!.0961.3071.025

81.144.310(.099-.040

C.D.3)181-.020【 一.2631-.0531-.022

1)Diameteraboveground2)Diameterofbreastheight3)Crowndiameter

これ ら の結 果 は優 良 林 分 よ り選 抜 さ れた 比 較 的 よ くそ ろ った 母 樹 に も とつ くも の で あ る か ら で

あ って,母 樹 と して 遺 伝 的 に悪 い も のが 混 って お・れば,違 った 結 果 の出 る可 能 性 が あ る と も考 え

られ る。

5.各 形 質 問 の表 現 型 相 関お よ び遺 伝 相 関

表 現 型 相 関 は各 家 系 の各 形質 に っ い て3区 を こみ に した平均 値 を用 い た 。

遺 伝 相 関 は下 記 の式 に よ って も とめ た 。

h耽

A.GBr
G-TGA・GB-」6G

A'6GB

ただ し:r6A.QB形 質A,Bに 関す る遺 伝 相 関 係 数

a26ムー形 質Aに 関す る遣 伝 分 散

堵B一 形 質Bに 関す る遺 伝 分 散

ry6A.QB形 質A,Bに 関 す る遺 伝 共分 散

以 上 に よ って も とめた 各 形 質 別 の 各 年 生 間 お・よ ぴ各 形 質 問 につ いて の,各 年 生 の表 現 型 お・よ び

遺 伝 相 関 係 数 は,表 一7に示 す とお りで あ る 。

表 現 型 相 関 にお い て は 各 年 生 の 直径,樹 高,D2Hお よび 樹 冠 直径 す べ て の 間に1°o水 準 以 上

で 有 意 な 相 関 関 係 が 認 め られ た 。す な わ ち植 栽 した 当 年 秋 の 直径 の大,小 は そ の翌 年 は もち ろ ん,

5年 後 の 直径 の大,小 と相 関 し,ま た樹 高,D2H,樹 冠 直径 の よ うな 他 の 形 質 との間 に も,年 生

を とわ ず そ の 相 関 関係 は強 い よ うで あ る。 こ の よ うな 関 係 は樹 高 に っ い て も,DzHに っ い て も

同 様 に 認 め られ る 。

直径,樹 高,D2Hに っ い て,そ れ ぞ れ の各 年 生 間 の 相 関 係数 を平 均 す る と,直 径 がr=0.844,

樹 高 がr=0.760,D2Hがr-0.896と な り,D2Hが 最 も大 き く,樹 高 が最 も小 さい 。 この こ とは

林 分 が うっ 閉す る段 階 まで は,下 刈 りが十 分 に行 わ れて い る場 合,環 境 の 影 響 が 直径 よ り も樹 高

に よ り強 く作 用 す る こ とを 意 味 す る よ うに 考 え られ る。

遺 伝 相 関 も表 現型 相 関 と同様 に 強 い こ とが 認 め られ る。 岡 田(の)は表 現 型 相 関 と遺 伝 相 関 との関 係

は,形 質 に よ って一 定 した傾 向 は な い と述 べ て い る。本 研 究 で と りあ げ た形 質 にお いて,植 栽 後
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Table7.Phenotypic,genotypiccorrelationcoefficientsbetweeneverycharactersateachyearold.

＼

Ch;・ ・ac・D・ ・H・ ・D・H

。.S)D.、、

。y
§ 煮 蘇 ・57・4578…88
TII°

一_

pa)4{ ************************************Gs>

。 、、5{ど:器1*********************************

・{ど:8529951:器1＼*****************************

PI.8261.8731.9771
・{G

.,,。,932.988***************************

PI.6681.6141.5971.614

{G.591.515.591.610¥4****************+***

H、,5{ぎ:763728:79°1.759773.849:749831:916'947*********************

・{ど:;1乙:7959761:9°80281:925017:量 器:;留 ＼******************、
PI.6491.7101.8481.8891.5961.7211.973

・{G
.598.673.69、.818.、,9.64,.912***************

l
PI.9521.8731.8091.8061.8121.8591.7321.693

・{G
.954.836.94,.88。.818.884.888.,。6************ 諭

。,H・{ど1:器1:9506;1:8751511:器1:73°758:器951:8°9166:751897:924949*********

PI.8621.9361.9341.9181.5841.7911.9051.84q.8351.91071G .92211.01911.0221.9741.4991.80111.0001.835.86511.0381¥***1***
PI.8421.8921.9371.9341.6661.8221.9511.9241.8541.8951.958

8{G
.9011.97211.02211.0021.6241.87211.0231.9571.90311.0881.9871¥1.***

・・D…8{ど1:8640431:9120971:8990491:91°059:鷹:7°77851:8610;:824878:8239761:llll:9341191:932032＼

Note1)Diameteraboveground2)Treeheight3)Crowndiameter

4)Phenotypiccorrelation5)Genotypiccorrelation

***SignificantatO.0011evel

**SignificantatO.011evel

*SignificantatO.051evel

5年 間 とい う短期 間 で は だ い た い表 現 型 相 関 係 数 の大 き い もの が,遺 伝 相 関 係 数 も大 き く,そ の

相 関 係 数 はr=0.899と な り0.1%水 準で 有 意 で あ る。 こ の こ と は ッ シマ マ ッの 育種 に 於 いて,生

育 段 階 の 比較 的短 か い期 間 で あ れば,表 現 型 に よ って 選 抜 され れ ば遺 伝 的 に も選 抜 が可 能 で あ り,

か っ 直 径 で選 抜 を行 え ぱ,樹 高 に も,D2Hお よ び樹 冠 直 径 に関 して に もあ て は ま る とみ な さ れ る。

6.選 抜 さ れ た精 英 樹 の生 長

第1報 で述 べ られた よ うに,本 試 験 に用 い た母 樹20本 中 に は,ッ シマ マ ッ母 樹 林 分0.1haの

試 験 区 に近 接 した 同 じ小 班 内で 選 ば れた 精 英 樹2本 が 加 え られ た 。 そ の2本 の母 樹 は本 試 験 にお

け る家系No.19,20で あ る。

こ の2本 の家 系 の植 栽 後 の生 長 は表一1診 よぴ 図一3～図一6に示 さ れ る よ うに,直 径,樹 高,DZH

診 よ び樹 冠 直 径 と もに,調 査5力 年 間に 訟 い て は 最 下 位 の群 に属 して い る 。

こ の生 長 経 過 はわ ず か5力 年 間 の結 果 で あ り,今 後 どの よ うな生 長 経 過 を 示 す か は明 らか で な

い 。 しか し少 な く とも初 期 の生 長 に お い て は精 英 樹 と して期 待 しう る も の でな い。 か つ(4)に お
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い て み た 各 形 質 の 親 子 相 関 も有 意 な 関 係 は 認 め ら れ な か っ た 。

本 試 験 に 用 い た 母 樹 の 直 径 に っ い て 棄 却 検 定 を 行 え ぱ,母 樹 と し た 精 英 樹 の 直 径 は 棄 却 す る こ

と は で き な い 。

Hanoverら,お よ びWilcoxら に よ れ ば,母(わユヨラ)樹を 大,小 に群 分 け して そ の 差 を 見 れ ば,上 位 群

に 属 す る 母 樹 よ り の 家 系 が 優 り,選 抜 効 果 は 大 き い と述 べ て い る 。 こ の よ う な こ と か ら 本 試 験 に

よ っ て 精 英 樹 選 抜 の 効 果 に っ い て 論 ず る の は 早 計 で あ る 。 しか し,ア カ マ ッ の 選 抜 に お・い て,選

抜 対 象 林 分 が 優 良 林 分 で あ れ ば,単 に 個 体 の み に 重 点 を 齢 く の で は な く,集 団 と して の 選 抜,あ

る い は 林 分 の 保 存 が 非 常 に 大 切 で あ る よ う に 考 え ら れ る 。
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Résumé

  Selected twenty mother trees to investigate from plantation of the Tsushima-matsu 

(Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) in 1957. The progenies were planted at Seibu pasture 
near the Maizuru City, Kyoto prefecture on March 1961. 

 Established the test plantation in a completed block which designed 1.4 square meters 

plot and four replications for 36 trees. 
 Took an accurate measurement on diameter above ground (D), tree height (H) and 

D2H from 1961 fall to 1965, and crown diameter in 1965 as following.
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1.Foundthedi銑rencesamongprogeneisofeachcharactersateachyearold.

2.Inanarrowsence,estimatedheritabilityonthebasisofvarriancecomponents.

Heritabilityvalueranged倉oml6to25percentatdiameteraboveground,丘oml8to

27percentattreeheight,倉oml9to42percentatD2Hand倉om22percentatcrown

diameter.

3.Couldnot丘ndtheparcnt-oH忌pringcorrelationonallmeasurcdcharacters.

4.Foundthesignificanceonphenotypiccorrelationineverycharactersandgenetic

correlationcoe丘cieHtwereheigh,


